
知

－北海道固有の水生生物をまもるために－

ウチダ を
？

っていま
すか

ザリガ
ニ

わたしたちができることって何？



このパンフレットは、経団連自然保護基金ならびに
積水化学工業株式会社の助成を受けて作成しました

本書のねらい

広大な湿地が続く釧路湿原やマリモで有名な阿寒湖は、原始的で貴重な自然が残されて

 

いる地域だと一般には受け止められています。ところがこれらの地域では、最近20年ほ

 

どの間に、水生動植物の種類や生息数が目に見えて減っています。その原因の一つと考

 

えられているのが、70年以上前に北アメリカから持ち込まれたウチダザリガニです。近

 

年の調査で、ウチダザリガニは水中の生物相だけでなく、生態系そのものを変えてしま

 

う危険性をもった存在であることが分かってきました。このパンフレットは、そんなウ

 

チダザリガニの生態を知ってもらうために制作されました。どうすれば、もともとあっ

 

た自然を守り残すことができるのか、みんなで考えてみましょう。



ほんとうの自然って何だろう？



1.外来種ってなに？

１

前ページのイラストを見て、何か変だと気がつきません

 

でしたか？

 

どれも身近な生き物たちですが、実はもとも

 

と北海道にはいなかったものばかりです。

このような生き物は

 

『外来種』とよばれます。人が暮ら

 

しに役立てるためによそから持ち込んだものが大半です

 

が、今では北海道の自然になじんで野生化してしまった

 

ものも少なくありません。

これも外来種？

北海道の夏をいろどるライラックは、「札幌市の花」にも指定されているほど私たち

 

の暮らしになじみ深い樹木ですが、ヨーロッパ及び中央アジア原産のれっきとした

 

外来種です。明治時代にアメリカから持ち込まれたものが北海道全域に広がりま

 

した。

コラ
ム１



『在来種』

２.日本のザリガニ－外来種と在来種

ｳﾁﾀﾞｻﾞﾘｶﾞﾆ
※

『外来種』

2

北海道や本州北部にはもともと、全長5cmほどのニホンザリガニとよばれる固有のザリガニが

 

すんでいました（このように昔からその土地ですんでいた生き物を『在来種』といいます）。
ところが最近、体のもっと大きな外来種のザリガニが見かけられるようになりました。ひとつは

 

北海道東部で勢力を伸ばしているウチダザリガニで、もうひとつは本州から札幌市や帯広市周

 

辺にすみついたアメリカザリガニです。
※本州には近縁種がいるといわれています

ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ ﾆﾎﾝｻﾞﾘｶﾞﾆ



アメリカウチダザリガニ

5cm

10cm

15cm

湖や流れの緩やかな比

 

較的大きな川にすむ

青白い模様がある

３.どこが違う？ ３種のザリガニ

3

最もはっきりした違いは成体の大きさです。成体



カザリガニ ニホンザリガニ

模様もとげもないとげがある

4

湖や沼、池、水田、水路

 

にすむ
湖や沼、沢にすむ

ならツメの色や形からも容易に区別できます。



４.これがウチダザリガニだ

 

数を増やす

ウチダザリガニ アメリカザリガニ ニホンザリガニ

１回に産む卵の数

100-300個 約300個 30-100個

親になるまでの

年数

３年 １年 ５～６年

寿 命 ４年～６年 １年半 １０年～１１年
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ニ ホ ンザリガニ

ウチダザリガニ

アメリカザリガニ

1025

1020

1015

1010

105

1

匹
数

年

←約5千6百匹

←約2千7百万匹

←‘0’が22個もつく!

＊最も増えやすい条件で計算した結果です。アメリカザリガニは本来、温暖な地域に生息するザリガニなので、

寒冷な北海道ではこの図に示したように増えることはないと考えられます。

Q: １つがいのウチダザリガニは１０年後に何匹まで増えるでしょうか？

A :

 

およそ

 

約２千７百万匹です

外来種は圧倒的な早さで数を増やすことがわかります。
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釧路湿原におけるザリガニの分布変化

５.これがウチダザリガニだ

 

分布を広げる

7

1993-1997年にウチダザリガニがいた場所

1993-1997年にニホンザリガニがいた場所

1974年にニホンザリガニがいたが1993-1997年ま

 

でにウチダザリガニに置き換わってしまった場所

釧路湿原には、1970年代までニホンザリガニが広く

 

生息しており、ウチダザリガニはほとんど見られませ

 

んでした。ところがわずか20年で、湖や釧路川とその

 

支流にウチダザリガニがまん延してしまいました。現

 

在、ニホンザリガニは、周辺の沢や小川にわずかに

 

残っているにすぎません。



ウチダザリガニが初めて北海道に持ち

 

込まれたのは１９３０年のことで、食用や

 

ニジマスのエサとして、摩周湖へ放流さ

 

れたといわれています。

摩周湖は流れ出す川のない外界と隔

 

てられた湖なので、本来ならウチダザリ

 

ガニは閉じこめられたままのはずです。

ところが１９８０年代に入って釧路川の

 

流域や阿寒湖などでウチダザリガニが

 

目立つようになり、今日、北海道東部全

 

域に分布を拡大しています。

北海道におけるウチダザリガニ

 

の分布（2001年8月現在）

8

『ウチダザリガニ』という名前の由来

「ウチダザリガニ」という日本的な名前なので在来種と間違われること

 

がありますが、北アメリカ原産のザリガニです。この分野に貢献のあっ

 

た内田亨博士にちなんで『ウチダザリガニ』と命名されました。

コラ
ム２



ウチダザリガニは雑食性で、水底でくらす動物や植物のほとんどが餌になります。

9

１,ウチダザリガニがマル

 

タニシをつかまえました

２,  殻の上の部分をかみ
砕いています

３,  中身を引きずり出して
食べはじめました

４,殻を残してきれいに食
べてしまいました

いっただきまーす！

６.これがウチダザリガニだ

 

何でも食べる
たべる



７.これがウチダザリガニだ

 

穴をあける
こわすこわす

ウチダザリガニには巣穴をつくる性質が

 

あり、湖や川の底に穴をほって地形を変

 

えてしまいます。
マリモで有名な阿寒湖では、ウチダザリ

 

ガニがマリモを壊してすみかにしているこ

 

とが最近分かりました。

『ザリガニ』という名前は、ニホンザリガニが驚くと後ろへ逃げる動き『し

 

ざる（後ずさる）がに』に由来しているといわれています。アイヌ語でも

 

ニホンザリガニを『ホロカレイエプ（反対に這うもの）』とよび、名前の付け

 

方に共通性がみられます。

コラ
ム３

ウチダザリガニとマリモ
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ウチダザリガニがすみついた湖や川

 

では、ニホンザリガニが消失してしまい

 

ます。体の大きなウチダザリガニが、

 

体の小さなニホンザリガニをとらえて食

 

べてしまうからだと考えられています。

うばう

８.これがウチダザリガニだ

 

追われるニホンザリガニ

11

しかし、ウチダザリガニは山間

 

や丘陵地の小川や沢にまで入り

 

込むことはできません。ニホンザ

 

リガニはこうした場所で、かろうじ

 

て生き残っています。



９.これがウチダザリガニだ

 

病気をうつす

ウチダザリガニが入り込んだ湖や川で、ニ

 

ホンザリガニが消失するもうひとつの原因と

 

して、病気による大量死の可能性が考えら

 

れています。

ウチダザリガニが保有するある種のミズカ

 

ビ菌は、ウチダザリガニよりも、他の種類の

 

ザリガニに対して強い病原性を示します。ヨ

 

ーロッパでは、ウチダザリガニが持ち込んだ

 

この菌が流行して、在来種のザリガニが絶

 

滅してしまった例が数多く知られています。

ウチダザリガニが保有する
ミズカビ菌（

 

ｱﾌｧﾉﾏｲｾｽ

 

ｱｽﾀｼｰ）
顕微鏡写真（著者の許可を得て転載）

うつす

12



１０.ウチダザリガニをどうする

 

調べる

ウチダザリガニが在来種や生態系にどのような影響を

 

およぼしているのか、まずその実態を知らなくてはなりま

 

せん。

近年、釧路湿原の河川や湖沼、また阿寒湖などで、ウ

 

チダザリガニの分布や生息数、何を食べているかといっ

 

たことがらについて生態調査が進められています。

達古武沼での調査(2001年)

阿寒湖での調査（2002年）環境省による釧路湿原での捕獲事業（2003年）

調査
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１１.ウチダザリガニをどうする

 

学ぶ

ウチダザリガニが分布を急速に広げている

 

主な原因は、人が捕まえて別の湖や川に放

 

流しているからだと考えられています。
ウチダザリガニは在来生物を食べてしまうな

 

どして、もともとあった自然を破壊しかねない

 

危険な存在です。

人がウチダザリガニの分布拡大に手を貸す

 

ことのないよう、ウチダザリガニの生態や危険

 

性について多くの人々が知識や情報を持つこ

 

とが必要です。
そのため、講演会や展示などの教育普及活

 

動が各地で進められています。

北海道大学総合博物館での講演会と展示（２００４年）

斜里知床博物館での講演会（２００４年）

普及活動

14



欧米では、ウチダザリガニは高級食材としてよく知られています。

 

国内でも最近、阿寒湖のウチダザリガニがフランス料理などの食

 

材として全国に出荷されており、また地元の女性グループ『まりも

 

倶楽部』が新しいレシピの研究などに取り組んでいます。

試食会（釧路根室スローフードフ

 

ェスタ）１時間たらずで品切れに

 

なるほど好評だった

ウチダザリガニの出荷
放流しないよう注意書きが添えら

 

れている（阿寒湖漁業協同組合）

１２.ウチダザリガニをどうする

 

利用する

15



ザリガニの移動禁止・・・

・・・法律を守って環境保護に

 

協力しましょう

イギリスで配布されているザリガニの移動禁止を呼びかけるパンフレット
ウチダザリガニを直接減らすために捕獲も行われているが、多くの人手と費用がかかるわり

 

には十分な効果をあげていない

ザリガニの消費量が多いヨーロッパでは、１９６０年代にアメリカから養殖用にウチダザ

 

リガニを輸入した結果、在来のザリガニを絶滅させてしまったことがありました。このため、

 

国によっては、ザリガニの持ち込みや飼育を法律で制限しているところもあります。

１３.ウチダザリガニをどうする

 

海外では

16



ウチダザリガニが既に住んでいる場所から外へ決して持ち出さないウチダザリガニが既に住んでいる場所から外へ決して持ち出さない

ウチダザリガニがまだ住んでいない場所へは絶対に持ち込まないウチダザリガニがまだ住んでいない場所へは絶対に持ち込まない

ウチダザリガニは在来種やもともとあった生態系に大きな影響を及ぼします

１４.ウチダザリガニが入り込むと・・・

ウチダザリガニがいったん入り込んでしまうと、１匹残らず取り除くのはもはや困難です。

そうならないために、次の２つを守らなくてはなりません。

・在来種を食べる

・川や湖の底の地形を変える

・病気をもちこみ在来のザリガニにうつす

・在来種の生息地をうばう
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北海道の水生生物と生態系を守るために

 
わたしたちにできること

もちださないもちださない

もちこまないもちこまない
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どうしても

 

飼うのなら
天寿まっとう

 

最後まで

絶対！放さないでね！

－本書の編集・発行にあたって以下の方々にご協力頂きました。厚くお礼申し上げます－－本書の編集・発行にあたって以下の方々にご協力頂きました。厚くお礼申し上げます－
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